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空幕募援第３５号例規 

令和４年３月４日 

                                                                             

   

全部隊長    

全機関の長  

 

 

                          航空幕僚長 

                          （公印省略） 

 

 

   隊員自主募集について（通達）（登録報告） 

 

 

 標記について、下記により令和４年５月１日から実施されたい。 

 なお、隊員自主募集について（通達）（空幕人第４７９号２．４．１２）（航空

自衛隊報第７４４号掲載）は、令和４年４月３０日限り廃止する。 

 

記 

 

１ 趣旨 

  この通達は、隊員が自衛隊地方協力本部（以下「地本」という。）に対して募

集情報を提供することにより、募集業務を支援し、優秀な隊員の確保に資する

ため、隊員自主募集に係る各種の事項に関し、必要な事項を定めるものである。   

 

２ 適用範囲 

   隊員自主募集の適用範囲は、自衛隊地方協力本部の組織等に関する訓令（昭

和３１年防衛庁訓令第５０号）第１条第３号及び関連文書第８第１項に規定す

る事務の範囲とする。ただし、次の各号に掲げる場合を除く。 

(1) 地本勤務者（地本に募集業務支援のために臨時勤務を命ぜられた者を含む。）

が、当該勤務期間中に得た情報に基づく場合 

 (2) 現に隊員である者が志願する場合 

 

３ 実施要領 

    別紙第１のとおり。 

 

 

 

 

 

殿 



２ 

４ 期待基準 

(1) 情報提供成果 

   編制部隊及び機関（以下「部隊等」という。）ごとに、所属人員３０名につ

き１名とする。  

(2) 入隊成果 

   部隊等ごとに、所属人員７０名につき１名とする。    

 

５ 表彰等 

 (1) 個人に対する表彰 

   表彰権者は、次の表の左欄に掲げる隊員自主募集の成果基準に達する成果

を挙げた者に対して、それぞれ右欄に掲げる表彰を実施するものとする。 
 

 隊員自主募集の成果基準 表彰区分 

１ 隊員自主募集による入隊者が、年間（毎年５月１日か

ら翌年の４月３０日までをいう。以下同じ。）５名、

２年間連続３名又は３年間連続２名 

第３級賞詞 

２ 隊員自主募集による入隊者が、年間３名若しくは４名

又は２年間連続２名 

第４級賞詞 

３ 隊員自主募集による入隊者が、年間１名又は２名 第５級賞詞 

  
(2) 部隊等に対する表彰 

前項に規定する期待基準を著しく上回る成果を挙げた部隊等に対しては、

その成果の内容に応じて、次の表の左欄に掲げる部隊等表彰を実施するとと

もに、副賞は中欄に掲げる賞詞とし、当該賞詞の授与枠配分数は右欄のとお

りとする。 
 

 部隊等表彰の区分 賞詞 授与枠配分数 

１ 第２級賞状 

第３級賞状 

第３級賞詞 ２ 

２ 第４級賞状 

第５級賞状 

第４級賞詞 

  
 (3) 前号に示す賞詞を用いて表彰を行う場合において、該当する賞詞の表彰権

を有しない部隊等の隊員に対する表彰は、当該部隊等の長の上申により当該

賞詞について表彰権を有する部隊等の長が表彰するものとする。 

 

６ 報告等 

別紙第２のとおり。 

 

 

関連文書：次発人１第１７号（３７．２．８） 

添付書類：１ 別紙第１「隊員自主募集の実施要領」 

          ２ 別紙第２「隊員自主募集の報告等」 

配布区分：陸上幕僚長、各方面総監、全国各地方協力本部長 



３ 
別紙第１ 

隊員自主募集の実施要領 
 
１ 隊員自主募集の対象者に関する情報 
 (1) 対象者の要件 
  ア 応募資格を有する者又はおおむね２年以内に応募資格を有することとな

る者（中学生を除く。） 
  イ 自衛隊員としてふさわしい者 
  ウ 自衛隊に入隊することを希望する者又は広報、勧誘等によって応募の可

能性があると思われる者  
 (2) 内容 
   氏名、生年月日、住所、電話番号、メールアドレス、職業、学校、学歴、 

情報提供者との関係、志願種目、志願についての関心の度合い及びその他知 
り得た参考事項とする。 

 (3) 収集 
   手紙、休暇、外出、帰郷、知人訪問、出身校訪問、親戚近隣等との付き合

い、その他あらゆる機会を利用して、平素から積極的に隊員自主募集の対象
者に関する情報（以下「隊員自主募集情報」という。）の収集に努める。 

      この場合において、部隊等の長は、地本からの要請等に基づいて収集を実
施する必要があると認めるときには、必要に応じ官用機を利用させることが
でき、その際の行動要領等は、付紙のとおりとする。 

 (4) 確認 
   収集した情報は、地本が効率的に活動できるように、各要素の確認を行い、

確率の高い隊員自主募集情報とするよう努めるものとする。 
      なお、確認のできない不確実な情報又は確率の低い情報であっても、地本

の募集源の拡大に有効であるので、廃棄することなく、不確実な情報である
旨を明らかにして隊員自主募集情報とする。 

 (5) 活動報告 
  ア 隊員自主募集活動のために公務旅行を行った隊員は、付紙様式第１によ

り隊員自主募集活動の実施内容について部隊等の長に報告する。 
    イ 地本に直接隊員自主募集情報を提供したときは、以後、人事担当者を通

じて部隊等の長にその旨を報告する。 
 (6) 通知 
   部隊等の長は、隊員から隊員自主募集情報の報告を受けたときは、その内

容を点検し、付紙様式第２に定める隊員自主募集情報通知書により、速やか
に対象者の住所を担当する自衛隊地方協力本部長（以下「地本長」という。）
又は対象者の希望する地本長に通知するとともに、写しを保管する。 

２ 成果 
  隊員自主募集情報を通知した地本長から、対象者が入隊した旨通知を受けた

ときは、これを隊員自主募集の成果とする。 
３ 着意事項 
 (1) 全隊員に隊員自主募集の重要性を深く認識させ、隊員自主募集情報の収集、 

処理等の手段、方法等について、具体的な指導を行う。 
 (2) 隊員が休暇等で帰郷するときは、隊員自主募集推進の好機であるので、事

前に十分な指導を行うとともに、必要な広報資料を携行させる。 
 (3) 隊員自主募集の成果を継続的に分析し、検討し、更に創意工夫を加え、成

果の向上を図る。 
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付紙 

 

 
官用機利用時の行動要領等 

 

１ 行動要領 

 

    所在部隊等                       所属部隊等 

          発         着                             発         着 

 

 

行 動 

 

出 張 

期 間 

 

移動 

 

 

 

(公務旅行) 

 

 

 

 

 

 

年次休暇、特別休暇（夏季及び年末

年始）、休日、休養日 

 

年次休暇の承認日数は、隊員自主募

集地へ到着した翌日から出発の日

の前日までの期間とする。 

 

 

 

移動 

 

 

 

(公務旅行) 

 

２ 発令等 

  発令は、旅費業務の統一処理要領について（通達）（空幕会第１３５号５１．

６．１７）別紙付紙様式第１に定める出張簿により行い、用務は隊員自主募集、

用務先は隊員自主募集地の住所（市区町村まで）及び出張期間は前項の公務旅

行の日とする。 

 

３ 旅費 

  支給しない。 
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付紙様式第１ 

 

隊員自主募集活動実施報告書（官用機利用有・無） 

所 属  階級(級)  氏 名                  

隊員自主募集実施期日     年 月 日  時  分～ 年 月 日  時  分 

隊員自主募集活動実施場所 

（市区町村まで） 

 

官用機利用状況 

日付・便名・利用区間 

 

隊

員

自

主

募

集

実

施

内

容

等 

該当する□にレ印を記入する。（複数可） 

対象者との関係 

□親族 

□友人・知人 

□母校の先輩・後輩 

□その他（                ） 

活動内容 

□自衛隊について説明 

□各種募集種目について説明（種目：    ） 

□職務について説明 

□勤務地について説明 

□その他（                ） 

活動に使用した資料 

□パンフレット 

□採用要項 

□各種関連ＳＮＳ 

□ホームページ 

□その他（                ） 

対象者の反応 

□志願意志がある 

□志願意志がない 

□本人は志願意志があるが親は反対である 

□家族は志願を希望しているが本人は未定である 

□本人の意志は未確認である 

□その他（                ） 

地本への情報提供 
□有（通知先地本名：      ） 

□無 

その他必要と思われる事項を記入 

 

 

 

注１ 件名の括弧内のうち有・無のどちらかを○で囲み、使用する。 

 ２ 官用機利用状況は次の例のとおり記載する。 

なお、利用がない場合は「なし」と記載する。 

   （例）往路：５/１１(月)・Ｓ－５１・入間～那覇 

      復路：５/１５(金)・Ｓ－７１・那覇～入間 

３ 記入後は「個人情報」とする。 

４ 文書管理情報を記載し、保存期間は３年とする。 

５ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とし、縦長に使用する。 
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付紙様式第２ 

【担当者記入欄】

１　記入後、各部隊等長は通知番号を記入し、速やかに情報を提供する地本へ送付するとともに、写しを保管する。

２　予備自衛官、予備自衛官補については担当する地本長が記入させる。

注

３　記入後、「個人情報」及び「注意」の表記を実施する。

４　電磁的記録により送付する場合は、パスワード設定等の秘匿化措置を講じ、「注意」の取扱いが可能な情報システムにより行う。

日 入隊先部隊

備　考

入隊年月日 年 月

日

志願種目

入隊種目

通知(受信)年月日 年 月

曜日 時頃

希望するものに✔

２ 対象者への連絡(中学生以下には直接連絡することはできません。)
対象者連絡先と異なる場合
連絡先を記入

連絡先

（ ）

電話 □ メール □ 自宅訪問連
絡
方
法
等

連
絡
方
法

１ 情報提供者に一報し、日程等調整
連
絡
要
領

□

３ 対象者への保護者等への連絡 (対象者との続柄 ) 連絡希望時間帯

※１　元自衛官で再任用を希望する者は、退職時の階級･職種･保有特技を記入
※２　現住所の地本以外への情報を提供する場合は、その理由を記入

学年

本人同意 本情報の提供に関して対象者本人(中学生以下の場合は保護者)の同意を得て、左の囲みにチェック(✔)をしてください。

保
護
者

賛成 本人の意志尊重 反　対 不　明

本
人
及
び

保
護
者
の
意
志

本
人

志願意志あり 自衛隊に関心あり 志願意志なし 不　明

メール ＠ 志
願
種
目

学校名
又は職業

電話番号 － －

そ
の
他
特
記
事
項

１ 保護者 ２ 兄弟姉妹 ３ 親戚

区 区
情
報
提
供
者
と
の
関
係

情報提供者は、対象者の

７ その他 （ ）

４ 先輩･後輩 ５ 同級生･友人 ６ 保護者の友人

府 県 郡 町

住所

都 道 市

８ その他

〒 －
※各種説明会やイベント、見学等は地本によって実施時期が異なり、ご案内
できない場合もあります。

月 日 ７ 航空自衛隊の見学

対
象
者
の
情
報

ふりがな

地
本
へ
の
要
望

１ 自衛隊の説明 ２ 試験種目の説明

自衛隊イベントの案内

５ 陸上自衛隊の見学 ６ 海上自衛隊の見学

生年月日
昭和
平成

年

氏名
・
性別

３ 説明会の案内 ４

情
報
提
供
者

階級

氏名

ふりがな 所属部隊等名

(階級) (氏名)
基地等名

部隊専用線 ８ － －

通知番号 隊員自主募集情報通知書

地方協力本部長　殿 通知年月日 年 月 日

　　通知部隊等長
　　官職･階級･氏名
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別紙第２ 

隊員自主募集の報告等 

 

１ 隊員自主募集成果表の作成 

(1) 部隊等の長は、隊員自主募集の成果状況を取りまとめ、付紙様式第１に示

す隊員自主募集成果表を電子化した入力用の様式（以下「データ様式」とい

う。）により作成する。 

(2) 隊員自主募集成果表は、部隊等ごとで年度につき一つのデータ様式に累積

して入力する。ただし、入隊成果については、その対象期間を当該年度５月か

ら翌年度４月までとする。 

(3) 入力要領等は付紙のとおりとする。 

 

２ 報告等要領 

(1) 部隊等の長は、前項で作成した隊員自主募集成果表を次の表のとおり、空

幕人事教育部募集・援護課長及びそれぞれの上級部隊等の長に、電子データ

で送付するものとする。 
 

データ送付時期 隊員自主募集成果表の内容 送付期限 

第１四半期 第１四半期の成果（４月入隊成果

は除く。） 

７月２０日 

第２四半期 第１四半期及び第２四半期の成果

（４月入隊成果は除く。） 

１０月２０日 

第３四半期 第１四半期から第３四半期までの

成果（４月入隊成果は除く。） 

１月２０日 

第４四半期 第１四半期から第４四半期までの

成果（４月入隊成果は除く。） 

翌年度４月２０日 

 
(2) 部隊等の長は、年度の隊員自主募集成果を翌年度５月３１日までに、付紙

様式第２により航空幕僚長（募集・援護課長気付）及びそれぞれの上級部隊等

の長に報告するものとし（２３－Ｕ９０（Ｄ））、当該報告文書の別添とする

隊員自主募集成果表の内容については、第１四半期から第４四半期までの成

果(４月入隊成果は除く。)及び翌年度４月入隊成果とする。 

(3) 前２号について、送付期限及び報告期限が休養日の場合は、その前日を期

限とし、成果がない場合は、その旨を電子メールにより連絡又は報告するこ

とを可とする。 

 

３ 隊員自主募集成果表の送付要領                    

隊員自主募集成果表の電子データは、ファイル名に部隊等名を付して、電子 

メールにより送付することを基準とし、送信する際は「開封確認の要求」を設

定する。 
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４ 留意事項 

  電子データの取扱いについては、行政文書管理及び情報保証に係る関係規則

等に基づき適正な管理を行うものとする。 

 

５ その他 

  実施に関して必要な細部については、この通達に定めるもののほか、空幕人

事教育部募集・援護課長から連絡させる。 
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付紙 

 

隊員自主募集成果表入力要領 

入力項目 入力要領 入力例等 

全項目共通 英数字は全て半角とする。  

 データ送付時期ごと、情報提供者ごと、提
供先地本ごと、提供年月ごとで１行の入力
とする。 

第１四半期の情報で第
４四半期に入隊成果と
なった場合、同一隊員
の成果であっても別の
行とする。 

表題 （ ）内は成果の年度を入力する。 隊員自主募集成果表
（令和 4 年度） 

一連番号 部隊等ごと一連番号を入力する。  

情報提供者   

階級（官職） 自衛官は階級を入力する。 
事務官等は官職名を入力する（職務の級は
入力しない）。 

1 佐、3 曹、2 士 
事務官、技官 

氏 氏を入力する。 大空 

名 名を入力する。 守 

提供先地本名 隊員自主募集情報通知書を送付した地本名
を入力する。 

札幌、東京、福岡 

提供年月 隊員自主募集情報通知書を送付した年月を
入力する。 

R4.7 

情報提供数   

件数 情報提供数を入力する。  

２ ７ 才 以 上 の
内数 

情報提供数のうち、２７才以上の件数を入
力する。 

 

入隊者   

入隊者数 地本から入隊成果通知のあった入隊者数を
入力する。 

 

（区分） 採用区分を入力する。略称可 自衛官候補生（空）、 
防大、防医大（看） 

備考 その他の情報提供状況及び入隊状況につい
ての特記事項を入力する。 

1 四入力漏れ 

第 四半期計 各項目の四半期ごとの小計を入力する。  

合計 各項目のデータ送付時点における累計を入
力する。 
年度報告時は年度の合計を入力する。 

 

所見 隊員自主募集について他部隊の参考となる
事項、施策の実施状況、施策上の要望等に
ついて記載する。 

帰郷広報 1 件（実施日
R4.8.10） 
母校等訪問 2 件 



付紙様式第１   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：１ データはエクセル形式とし、所見の項以外のセルは結合しない。 
  ２ 用紙の大きさは日本産業規格Ａ列４番とし、横長に使用する。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 隊員自主募集成果表（  年度）    部隊等名:    

一連 
番号 

情報提供者 提供先 
地本名 

提 供 
年 月 

情報提供数 入隊者 

備 考 階 級 氏 名 件数 27 才以上 入隊者数 (区 分) 

（官職） の内数 

                      

                      

           

           

                      
           
              
            
  第  四半期 計               

  合 計        

  所  見 
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付紙様式第２ 
 

注：用紙の大きさは日本産業規格Ａ列４番とし、縦長に使用する。 

 

発 簡 番 号 

発簡年月日 

 

  航空幕僚長  

   （募集・援護課長気付） 殿 

上級部隊等の長 

 

                             部隊等の長 

                                 

 

隊員自主募集成果報告（令和 年度）（２３－Ｕ９０（Ｄ）） 

 

 

標記について、別添のとおり報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

添付書類：隊員自主募集成果表（ 年度）○○○隊（データで別途送付） 

（略） 


